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•地方自治体が「地方自治・住民自治」の立場に立
ち、住民のいのちとくらしを守るとりでとなって、
安全・安心の確保に努めることが必要だと思いま
す。わたしたちはこれからも行政への働きかけを
強め、区域指定の地域にこだわらず、基地の持つ
危険性を知らせていくつもりです。

•そして監視・調査に対する全国の怒りを集め、法
律の発動を許さず、廃止を求めていきましょう。
わたしたちが望む地方政治の実現に力を合わせて
いきましょう。



自衛官応募適齢者の個人情報を宛名シールで自衛隊に提供している京都市に対して、その中止を求める要請を京都憲
法共同センターが12月18日におこないました。2024年2月の京都市長選であらたな市長になるわけですから、新市長
に意向を聞き、中止ないし再検討となれば提供はおこなえないはず。選挙が済んだらまた要請をおこなうこととして、
中止となるまで継続します。京都安保と自治体アンケートを取り組んでいますが、自治体との懇談・要請もおこない
ます。





• 2027年に備えるとは「差し迫った」とは言えない･･･そも
そも根拠がない

•差し迫っているならなおのこと外交努力を

･･･皆無で無策、経済大国でもない国をどうする

•いつ「反撃」を始めるかばかり議論して、「いつ戦争を
やめるか」を考えてない、アメリカ任せで「勝つ」まで
やるのか。

•そもそも「戦争回避」を考えていない。「3文書」で「戦
う覚悟」は示したが、「まさか本当に戦争になるとは思
わなかった」そんなことを言い出しかねない政府はとて
も危険です。





日本国憲法は「全世界の国民が、ひとしく恐怖
と欠乏から免かれ、平和のうちに生存する権利
を有する」と認めており、「国を守る」「攻め
られたらどうする」を超えた普遍性をもってい
ます。

戦争被爆国でこうした憲法を持つ国が、大国の
覇権主義や軍事同盟に加担するのではなく、核
兵器禁止条約に加入し、包摂的な集団安全保障
の体制へ転換していくことが必要です。





東南アジア友好協力条約（ＴＡＣ：Treaty of Amity and Cooperation in Southeast Asia）

（1976年締結）
＜第２条＞

ａ すべての国の独立、主権、平等、領土保全及び主体性の相互尊重
ｂ すべての国が外部から干渉され、転覆され又は強制されることなく国
家として存在する権利
ｃ 相互の国内問題への不干渉
ｄ 意見の相違又は紛争の平和的手段による解決
ｅ 武力による威嚇又は武力の行使の放棄
ｆ 締約国間の効果的な協力
※NATOと違い、仮想敵を持たず「信頼醸成、予防外交、紛争解決を」







USNI News Fleet and Marine Tracker: Oct. 30, 2023

USNI News Fleet and Marine Tracker: Dec. 18, 2023



米軍 “フーシ派支配地域から駆逐艦周辺に弾道ミサイル”
2023年11月28日

イエメン沖 ミサイル情報で海自護衛艦 
最大近い速度で現場離脱 2023年11月29日

ことし9月に佐世保を出港した護衛艦「あけぼの」は、今月26日イギリスの会社のタンカーが何

者かに乗っ取られたことを受けアメリカの艦艇とともにイエメン沖のアデン湾で警戒監視や情
報収集を行っていました。その際、イエメン内陸部のフーシ派支配地域から弾道ミサイル2発
が発射され、活動を行っていた海域からおよそ18.5キロ離れた場所に着弾したということです。

着弾した時も「あけぼの」はアメリカの艦艇と同じ海域にいたということですが、酒井海上幕僚
長は「安全上の懸念が生じることはなかった」としています。







2023-09-19 【核兵器禁止条約 新たにバハマが署名して93か国、スリランカが加入して69か国に】

34. われわれTPNW締約国は、核リスクの増大と核抑止力の危険な永続化を傍観するもの
ではない。われわれは断固として TPNWの普遍化と効果的な履行、ウィーン行動計画の実
行に断固としてとりくむ。われわれは、現在および将来の世代のために、核兵器のない世
界を実現するために、不断の努力を惜しまない。われわれは、いかなる状況下においても
、核兵器が再び使用されたり、実験されること、あるいは使用の威嚇を受けることがない
ようにすることを約束し、核兵器が完全に廃絶されるまで、たゆまぬ努力をすることを誓
約する。 核兵器禁止条約第2回締約国会議宣言案

「核兵器の禁止を堅持し、その破滅的な結末を回避することへのコミットメント（決意）」



たとえば、ステルス爆撃機Ｂ-２は１マイル（約１・６㎞）飛行するのに約16ℓの燃料を、Ｆ-35Ａ戦闘爆撃機は
約９ℓの燃料を消費する。燃料を移送する空中給油機や、陸上を走る車両も大量のガソリンを消費する。
米国防総省によると、1日当たりの燃料消費量は約1000万ガロン（米ガロン換算で37,854,117.84リットル）で、
これは大型タンカートラック約1000台分に相当する。2021/08/02










